
 

 

 

 

 

平成２８年６月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

 

質問順位 議席番号 質  問  者 

1 5 勝  又  貞  夫 

2 15 中  沢  一  博 

3 4 清  塚  武  敏 

4 2 塩  川  裕  紀 

5 13 小  澤     実 

6 3 田  村  眞  一 

7 18 岡  村  雅  夫 

8 17 中  沢  俊  一 

9 12 塩  谷  寿  雄 

10 22 牧  野     晶 

11 6 佐  藤     剛 

12 16 寺  口  友  彦 

13 11 鈴  木     一 

14 26 若  井  達  男 

15 19 今  井  久  美 

16 1 永  井  拓  三 

17 7 桑  原  圭  美 

18 24 関     常  幸 

19 20 腰  越     晃 

計    １９名 



 

 

【質問方式】（いずれも質問制限時間（答弁時間を含まない。）は 30 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

１ 行財政改革と市民参画について問う 

 

（１）行財政改革について、当面考えられる問題点は何か。それに 

対して市はどのように対処しようと考えているのか。改革の成

果と将来的見通しはどうか。 

（２）ゆきぐに大和病院で予定されている経営コンサルについて 

（３）アクションプランによる改革の推進と、その評価について 

 

 

２ 図書館のあり方について問う 

 

（１）利用者の満足度について 

（２）南魚沼に大型図書館ができて２年が経過したが、この２年間

にどのような工夫・改善がなされてきたか。現状からして、今

後の課題は何か。今後どのような改善を予定しているのか。 

（３）新規購入の本はどのようにして決められているのか。選書は

適正に行われているのか。 

（４）図書館の内部の職員体制は適切か。館長不在の現状について 

（５）学校図書館との連携について 

（６）旧図書館の空きスペースの再利用について 

 

 

３ ごみ処理・廃棄物処理について問う 

 

（１）ごみ処理施設の運営について 

 （２）ごみ処理施設から出る最終ごみの処分について 

 （３）新ごみ処理施設の候補地について、地理的な問題はないか。

今後予想される問題点はどのようなものと考えられるか。 

議 席 

５  

勝

又

貞

夫 
 

 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

１ 食品ロス削減に向けての取組推進について 

 

   日本の食品自給率は約４割にとどまる中、一方では、食べられ

るのに捨てられる食品ロスは、年間約 642 万トンと推計されてお

り、その削減が喫緊の重要課題である。食品ロス削減は食品事業

者・消費者・行政それぞれにメリットがある。過剰生産の抑制に

よる生産・物流コストの削減や廃棄コストの削減、食費の軽減、

焼却時の CO₂削減などにつながる。さらに未利用食品の有効利用

は、食品ロス削減のみならず生活困窮者等の支援にもなる。 

   そこで、当市の取組について伺う。 

 

（１）学校や保育園などの教育施設における給食の実態と啓発推進

について 

（２）飲食店等における食品ロス削減について  

（３）家庭における食品ロス削減について 

（４）未利用食品を必要とする人に届ける仕組みについて 

（５）災害に備えた食料の確保について 

 

 

２ 魚沼地域における療養病床の計画と実態について 

 

   魚沼地域の医療再編は方向性が見えたといわれる中、当初の療

養病床の計画とかなり実態が違うように見える。 

   高齢化が進む中、当地域における医療・介護連携の確かなる推

進を伺う。 

 

 

３ 犬猫殺処分ゼロに向けた当市の進捗状況について 

 

平成 26 年９月議会でも同様の質問をした。今、県も補助金を制

定し、推進している中で、成果も見えてきた。当市の現状と進捗

状況を伺うと共に、犬猫殺処分ゼロ実現に向けた、支援策を伺う。 

議 席 

１５  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

１ 若者や中山間地域に特化した地方創生関連事業は 

 

地方創生関連事業推進のため、今年度から総務部に地方創生推

進室が創設された。南魚沼版ＣＣＲＣ構想をはじめ、移住・定住

促進、人口減少問題等に総合的に取り組んでいくとし、今年度を

地方創生実行の年と位置づけ、地方へ新しい人の流れや産業と雇

用を創出する事業展開を推進するとしているが、中高年齢者のみ

の移住・定住に力を入れていると思っている市民もいると聞く。

若者や中山間地域に特化した地方創生関連事業について、もっと

市民に示していかなければと考える。市長が次に打ち出す矢はあ

るのか。 

 

（１）若者定住促進ライフスタイルマガジン「LIFE  in」の成果と

今後は。 

  

（２）若者や子育て世代の移住・定住促進策は。 

  

（３）中山間地域の活性化を目的とした移住定住促進と、空き家バ

ンクの取組は。 

 

（４）地方創生関連（ＣＣＲＣ関連事業）の取組について、次期市

長にどう継承するのか。 

  

 

２ 市民の健康意識改革にどう取り組む 

 

アンケートによると南魚沼市民の生活改善に対する取組意欲の

なさは県下ワースト１位である。いきいき市民健康づくり計画（第

２次）でどう改善できるのか。また、市民の健康意識改革にどう

取り組むのか。 

 

 

議 席 

４  

清

塚

武

敏 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

子育て支援策について 

 

（１）出生率向上の観点から、多子世帯への経済的支援が大切だと

思われるが、今後の市長の考えを伺う。 

 

（２）企業と連携した子育て世代の環境整備について考えを伺う。 

議 席 

２  

塩

川

裕

紀 
（
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

農業の振興策について 

 

（１）農産物売り上げ上位 10 品目をどう伸ばして行くか、またこの

他にも有望視できるものがあるか伺う。 

    

（２）南魚沼市広域有機センターの有効活用について 

 

 （３）６次産業化への具体的支援策について 

 

 （４）鳥獣被害とジビエの処理・販売策について 

 

 （５）異常少雪により渇水が懸念されるが、その対策について伺う。 

 

議 席 

１３  

小

澤

 

実 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

 住宅リフォーム事業の拡充を 

 

住宅リフォーム事業は今年で７年目を迎え制度発足以来、少な

い予算で大きな経済効果をもたらし、業者の仕事をつくる上でも

大きな役割を果たしている。居住空間の維持向上を通じて、安全

安心の確保、省エネ、さらに人材と雇用の確保に寄与し、地域も

業者も元気にする事業である。 

今後公共事業予算が減る中、業者の廃業が心配される。これま

で担ってきた災害予防、災害時の復旧活動などの技術の継承がで

きなくなる状況が予想される。そうした業者が一息つくのに役立

つ制度である。長引く不況、個人消費が伸び悩み、後継者不足の

中で今後も仕事を続けていきたい業者にとり、明日への希望の事

業である。 

全国では住宅リフォーム事業と店舗等改装促進事業をあわせる

と 658 自治体、全体の約 34％に広がっている。市民の「我が家を

大切に長く住み続けていきたい」という願いにこたえている。   

 

（１）住宅リフォーム事業の効果について 

 

（２）商工観光の振興、雇用の確保という位置付けで店舗等改装促

進事業を実施することについて 

議 席 

３  

田

村

眞

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

１ ごみ行政の前進を 

 

魚沼市・南魚沼市・湯沢町の２市１町共同で、新ごみ処理施設

を建設・運営することが合意され、建設候補地として３行政区か

ら応募があった。おって建設場所が選定される。その前に家庭ご

み処理行政はどうあるべきか根本的に検討すべきと考える。それ

らを踏まえて、施設群の計画を立て、焼却炉が必要なら処理能力・

燃焼方式などの計画を検討すべきと考えるが所見を伺う。 

 

（１）資源循環型社会の構築に向け、この機会をどう進めようとし

ているか検討の経過を伺う。 

 

（２）施設群の全体計画無くして用地取得はできない。計画を示せ。 

 

（３）分別・資源化で減量化が可能だ。可燃ごみ処理施設（焼却炉）

建設のみの計画か。 

 

（４）焼却炉の燃焼方式を示し、建設費・維持管理費・運営費の検

討経過を伺う。 

 

（５）志布志市は「混ぜればごみ、分ければ資源」と徹底したリサ

イクルを進めている。 

財政効果・環境効果などの学習を進め、市民の協力を得る試み 

   が必要と考えるが所見を伺う。 

 

 

２ 市長選不出馬にあたって 

 

南魚沼市はどう変わっていかなければならないと考えるか。 

議 席 

１８  

岡

 

村

 

雅

 

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

１ 水道事業改革は「広域化」の視点で 

 

市の新水道ビジョン提示から２年余り。議会の中でも様々な解

釈が為されているが、施設更新費用、残債償還などの面で課題は

多い。そうした中で浮上してきた県提示による２市１町の水道広

域化案は、取り組み方次第で 21 世紀の魚野川水系の水道事業改革

につながり得る。 

以下３点につき、市長見解を質す。 

 

（１）新水道ビジョンによる水供給コスト面での評価 

  

（２）県の指導による広域化の検証と、全国の他自治体による実証

情報  

 

（３）ＰＦＩ、ＤＢＯなど民間活力利用への戦略 

 

 

２ 南魚沼市にＪＩＣＡの拠点誘致を 

 

ＧＩＴパークがマスコミで度々紹介され、開学 35 年にしてよう

やくその真価が南魚沼市に認識され始めた国際大学だが、これだ

けで思考停止していては、日本の第２の開国に向けての「我が国

オンリー１のお宝」ともいうべき国際大学修了生の人脈活用はお

ぼつかない。同大学がＪＩＣＡとの提携を発表した折から、ＪＩ

ＣＡ事務所の誘致に積極的に取り組むべきと思うが、市長の考え

を伺う。 

 

 

議 席 

１７  

中

沢

俊

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

１ 現状の保育行政の課題について 

 

保育行政のサービスを受ける方々の間で、不公平はないか。基

準は適正か。 

 

 

２ 若年層の移住定住及び就業支援策について 

 

新潟県の施策に頼るだけでなく、独自のものが打ち出せないか。 

議 席 

１２  

塩

谷

寿

雄 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

１ 市内のグラウンドの芝生化を進めよ 

 

市内のグラウンドの人工芝、天然芝化を推進せよ。 

 

 

２ 市の管理体制について 

 

 （１）市内小学校が事件現場となる学童保育の傷害事件があった。

学童保育は、子育て支援課がＮＰＯ法人スマイルネットに委託

をしているが、事件現場の警察官立会いなどに担当課が立ち会

わず、学校関係者の立会いで現場検証などを行ったと保護者か

ら聞いたが事実か。  

 

（２）市の方針では、子どもが移動しなくていいメリットや施設建

設などの経費的メリットも含め学校に間借り等の協力をお願い

し、空き教室等がある場合は学校管理者である校長から了解を

もらい子育て支援課での管理という事で学校内での設置が進め

られたと思う。今回の姿勢は、借りるときは市で責任とるから

貸してくれといってるが、実際は責任をとる姿勢ではないと思

う。今回の事例がきっかけで学校の学童保育事業や、他の事業

に対する協力姿勢に影響がでないか心配だがどうか。  

 

 

議 席 

２２  

牧

野

 

晶 
（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

 井口市政の総仕上げについて 

 

（１）産業振興と雇用について 

①メディカルタウン構想での企業参入を容易にする「農振除外」

「農地転用」を進める方策の道筋をどうつけて引き継ぐか。 

②グローバルＩＴタウン構想から「サテライトオフィスタウン

構想」へ新たな発展的構想を立て、産業振興、雇用拡大の可

能性を示し引き継ぐ考えは。 

 

（２）移住・定住の促進について 

①空き家情報の収集、整理と空き家活用のための施策を。 

②ワンストップの移住相談体制と空き家バンクの設置、情報発

信を。 

 

（３）医療体制の仕上げについて 

①ゆきぐに大和病院の位置付け 

②在宅医療、介護の体制（地域包括ケアシステムの推進体制の

確立） 

 

議 席 

６  

佐

藤

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

定住自立圏構想を事務処理の超広域化へつなげる考え方について 

 

（１）南魚沼市スポーツ振興計画と南魚沼市いきいき市民健康づく

り計画の整合性を図り、定住自立圏における超広域事務へ統合

してはどうか。 

 

（２）教育旅行・合宿等へ助成金を出し、温泉活用などによる観光

産業の振興を超広域事務へ統合して行ってはどうか。 

 

（３）水・光・大地・緑、豊かな自然を保護し、子孫に伝えていく

ために、環境基本計画に合わせた環境保護条例制定を超広域で

行う考えは。 

 

 

議 席 

１６  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

１ 「福祉」と「教育」を一体化できないか 

 

０歳から 18 歳までの、発達面、行動面、学校生活面において支

援を必要とする子どもや、子どもの育ちについて不安のある保護

者、関係機関に対し、福祉分野と教育分野が一体となって、継続

した支援、専門的で総合的な支援や相談ができないか。 

 

 

２ 公立保育園の休日保育は無理か 

 

地域の特徴から考えると、休日保育は考えられないか。  

 

議 席 

１１  

鈴

木

 

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－14－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

電力自由化は当市に何をもたらすか 

 

 

（１）電力自由化の目的は如何に。 

 

 

（２）公共施設の電気料金は如何に。 

 

 

（３）一般家庭の電気料金は安くなるか。 

 

 

（４）当市内の融雪電気料金への影響は如何に。 

 

 

議 席 

２６  

若

井

達

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－15－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

市政の課題について 

 

議会初日の「４選不出馬表明」。自分も聞かせてもらいながら、 

一つの時間が淡々と過ぎてゆくのを感じた。南魚沼版ＣＣＲＣ、

ＩＴパーク、人口減少対策、清津峡取水問題、水道事業の今後、

地盤沈下対策など。思うところは、いろいろとあると思うが、次

期体制の取り組むべき課題について伺う。  

 

議 席 

１９  

今

井

久

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－16－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

 南魚沼市の教育政策の到達点について 

 

南魚沼市の自然環境は他の地域に比べても豊かである。その証

拠に、平成 28 年度版の学校図書社の小学４年生理科の教科書には

南魚沼市の四季の様子が八海山を中心に紹介されている。科学教

育は初等・中等教育全体で見ても子どもに対する知識の発達への

期待ができ、理数系の学問の基礎となることから、南魚沼市は大

いにこの分野の教育を推進するべき豊かな環境下にある。一方で、

国内でも有数の豪雪地である南魚沼市だが、雪や風土に関する社

会・文化教育等の分野においてはどうであろうか。この分野にお

いても他の地域にはない独自の文化や社会構造をこれまで形成し

てきた。つまり科学・文化の２系統の教育軸を他の地域に比べて

も十分に引けを取らない優れたものを持ち合わせている。これら

の２系統の教育環境をいかに今後の教育政策に反映していくか。

教育政策の結果が現れるのは 20 年近くかかることは承知した上

で、今後の南魚沼市の教育政策について以下を問う。 

 

（１）南魚沼市が目指す教育のゴールとは何か。 

 

（２）ゴールまでの道のりと達成までの時間はどのように考えてい

るか。 

 

（３）今の教育の中で雪国らしい独特なものはあるか。 

 

（４）これまでの教育の結果、南魚沼市の教育水準は平均に対して

全国・県内でどのような位置にあるか。 

 

（５）今後、どのように変化し、教育水準は推移すると予想してい

るか。 

議 席 
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－17－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１７ 
 

連続性のある幼保・小・中連携教育の実現を 

 

保育園、小学校、中学校の視察等を進めて行く中で、保育園で

の活動が小学校でも生きている事例が幾つか見られたが、特に我

が市は地域と連携した小規模校の良い事例を多く見ることができ

る。これまでに小中一貫教育の重要性を訴えてきたが、幼保と小

学校とが連携した教育を進めることも重要である。南魚沼市らし

い教育を進める上で、後期教育基本計画を元に幼保と小中学校と

の連携の可能性を考えてみたい。 

 

（１）幼保と小学校の連携の必要性についての認識 

 

（２）少子化に即した幼児・児童の個々の特性を把握した一貫性の

ある指導の重要性 

 

（３）この問題に関する子育て支援課と教育委員会の連携 

 

（４）保育士・教諭等の指導力の向上 

 

（５）発達障害を含む全ての障がい者に対する幼保から小中への連

続性のある教育の提供 

 

（６）小中連携の学習支援と図書館の充実 

 

（７）小中連携によるキャリア教育の推進 

議 席 
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－18－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１８ 
 

景観を大切にしたまちづくりを 

 

「霊峰八海山」の越後三山と、水無川の扇状地である八色原に

広がる「こしひかり」。八色の森公園を中心として、「医」（病院）

と「学」（学園都市）と「農」（自然）をコンセプトに「健康」を

キーワードに、まちづくりを進めてきた。 

新幹線停車駅・大和地域の強みは、八色原のどこからも八海山

と越後駒ヶ岳が見える四季感あふれる豊かな自然と景観を大切に

してきたことだ。魚沼基幹病院が開院し１年、メディカルタウン

構想のもと、商業施設の建設や人の流れも変わってきた。ＣＣＲ

ＣやＧＩＴパークでさらなる発展が期待される。 

そこで危惧するのは、現在の建築基準法では高さや色彩も個

人・企業の自由で、何でもありということだ。図書館の設計に係

わった南雲デザイン事務所も南魚沼市の町並みは統一感が無く混

沌としていると指摘している。 

そこで、次の３点について伺う。 

 

（１）景観法のもと平成 19 年に、南魚沼市は「景観行政団体」とな 

ったが、その取組と現状について 

 

（２）八色原地域に進出する企業等への景観についての指導・連携 

等について 

 

（３）地元が自主的に「景観を守り育てる」ための勉強会を行うの 

に、行政の支援は不可欠だが可能か。 
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－19－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１９ 
 

１ 自治基本条例の制定について 

 

自治体の仕組みの基本原則である自治基本条例の制定につい

て、考えを伺う。合併後 10 年を経て、旧町間の融和が図られたと

言うが、以前に増して、行政や議会は一般市民から遠く、関心の

ない存在になっているように思う。 

自治基本条例の制定によって、自治の仕組みと原則を定め、行

政、議会そして市民の役割と責務と権利等を明らかにし、三者の

今後のまちづくりへの協働を図っていくべきと考える。 

 

２ 地方公営企業等の経営及び将来像について 

 

（１）地域医療におけるゆきぐに大和病院及び城内診療所について 

医師及び看護師の不足が恒常化する中、マンパワーの集中を

進めるべきと考えるが、ゆきぐに大和病院及び城内診療所の今

後の方針について伺う。 

 

（２）下水道特別会計から企業会計への移行による水道事業会計へ

の統合はあるのか。 

一般的な認識として、事業及び会計の統合は両事業の効率化

に繋がると考えられる。 

 

（３）将来展望として 

①水道及び下水道事業の民営化について 

民営化による人件費等のコスト削減や水資源の利用拡大、下水

道汚泥の肥料化等の活用、料金の引き下げなどを目的として民

営化していく考えがあるのか。 

②病院事業の指定管理者制度あるいは民営化の考えがあるの

か。 

 

（４）水道事業及び病院事業の経営計画について 

５か年程度の事業計画及び財政計画を策定し、ＰＤＣＡ管理

を導入、患者へのサービスの向上も含めて計画管理していく必

要があると思うが、考えを伺う。 
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